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１ 袖ケ浦市市民活動サポートセンター「そでのわ」とは     

（１）開設の経緯 

 市は、市民の皆さんが安心して生活できるまちづくりを目指し、各種施策に

取り組んでいますが、少子高齢化や多様化する市民ニーズなど、社会情勢の変

化に伴って、本市においても様々な地域課題を抱えるようになってきました。 

しかしながら、多様化・個別化する課題を、市、市民、市民活動団体、事業

者等が単独で解決することは、とても難しくなってきています。 

そこで、市では、平成２９年９月に「袖ケ浦市みんなが輝く協働のまちづく

り条例」を制定し、まちづくりや地域における課題の解決に向けて、市民、地

域コミュニティと市が共通認識を持ち、知恵を出し合い、協働して取り組んで

いくこととしました。 

さらに、その条例に基づき策定した「袖ケ浦市協働のまちづくり推進計画」

において、地域コミュニティ活動に関する情報提供と相談機能を充実させる

ために、「市民活動サポートセンター」の設置について検討をしてきました。 

なお、設置にあたっては、市庁舎整備に伴い設置する市民交流広場及び市民

協働会議室と時期を合わせて設置することで相乗効果が図られることから、

このたび設置に至ったものです。 

 

（２）愛称の設定 

 市民活動サポートセンターの愛称を公募により以下のとおり設定しました。 

愛称 

愛称に込めた思いや意味 

 

 

 

市民活動は、色々な個人や団体が手をつないで協力し合う、いわゆる「輪（わ）」のイメージがあ

ることから、袖ケ浦の「そで」と「わ」をくっつけて「そでのわ」とした。なお、「わ」という文字には、

「輪」の他にも「和」「笑」「円」などをイメージすることができ、人の“和”や“笑”いあふれる様子、

“円”陣を組んで物事に取り組んでいく姿などがイメージできるので、それらの実現に向けたサポ

ートの期待も込めた。 

そでのわ 
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２ 「そでのわ」の機能や役割                 

市民の地域活動への関心を高め、地域の課題解決に自ら取り組む力を育て

るなど、地域をより良くするための活動を支援するために、以下の機能や役割

を担います。 

 

① 情報提供 

市民活動に関する情報を提供し、市民活動団体等の繋がりをつくる支援を

します。具体的には、団体の活動に関することや開催するイベント、会員・ボ

ランティアの募集情報などを集約し、参加者・協力者を募るための情報を発信

します。 

 

② 研修機会の提供 

市民活動を行うために必要なスキル・ノウハウを身につけるための研修機

会の提供に加え、市民活動に興味を持ってもらうための講座を開催します。 

 

③ アドバイザーによる支援 

団体が抱える悩みや問題に対し、専門的な知識や経験を有する方（アドバイ

ザー）に相談できる機会を提供します。 

 

④ 活動場所等の提供 

団体が打合せや会議をはじめ、イベント等の開催などで活用できる場所を

提供します。 
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３ 「そでのわ」が設置している設備               

「そでのわ」では、団体の活動に関する情報発信を支援するために、以下の

設備を設置しています。 

・作業スペース 

・情報発信モニター 

・パンフレットスタンド 

・市民活動情報サイト「ガウラ・ナビ」 

 

４ 「そでのわ」への団体登録について             

（１）団体登録することで受けられる支援 

 市内で活動する市民活動団体を積極的に支援していくためにも、あらかじ

め「そでのわ」に団体登録していただくことで、以下の支援を受けることがで

きます。 

 ① 情報発信モニターを活用した団体の活動情報やイベント情報の発信 

 ② パンフレットスタンドへ団体のチラシやパンフレットの設置 

 ③ 「そでのわ」ホームページ内での情報発信 

④ 「そでのわ」広報紙（そでのわ通信）での情報発信 

⑤ 作業スペースの利用 

⑥ 団体の活動に役立つ情報の提供 

⑦ 市役所南庁舎をイベント等の会場として利用 

⑧ アドバイザー（有識者）と相談できる機会の提供 

⑨ 袖ケ浦市協働事業提案制度への応募要件の取得 
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（２）登録できる団体の要件 

 市内において非営利かつ公益的な活動を行う団体で、以下の全ての要件を

満たす団体は団体登録することができます。 

 ・市内に居住又は在勤する者を含む５人以上で構成されている。 

 ・団体の運営に関する規程（定款・規約・会則等）がある。 

 ・活動の目的が宗教や政治活動に関係していない。 

 ・団体又はその構成員が暴力団又は暴力団等と関係していない。 

 

（３）登録に必要な書類 

 団体登録を希望する場合は、以下の書類を「そでのわ」にご提出ください。 

 ・団体登録申請書（様式１） 

 ・団体の運営に関する規程（定款・規約・会則等） 

 ・会員名簿 

 なお、電子申請によりご提出することも可能です。 

 

（４）受けられる支援の詳細 

 ① 情報発信モニターを活用した団体の活動情報やイベント情報の発信 

市役所中庁舎２階市民活動サポートセンター前設置の情報発信モニタ

ーに、団体に関する情報を掲載することができます。 

掲載を希望する場合は、以下を参考に画像データを作成のうえ、ご提供

ください。 

・映像形式     静止画 

・データ形式    ＪＰＧ、ＰＮＧ 

・サイズ（縦横比） １６：９（横：縦） 

※その他のサイズでも掲載はできますが、余白が生じるため、文字が 

【電子申請フォーム】 
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小さくなる可能性があります。 

画像データの作成にあたっては、「そでのわ」で作成の支援をすること

ができますので、自身で作成することが困難な場合はご相談ください。 

 

      【情報発信モニター】         【画像データ（サンプル）】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② パンフレットスタンドへのチラシやパンフレットの設置 

市役所南庁舎２階そでふれば（市民協働会議室）前設置のパンフレット

スタンドに団体のチラシやパンフレットを設置することができます。 

   なお、設置するチラシやパンフレットのサイズはＡ４サイズ以下とし、

チラシに不足が生じた場合は「そでのわ」で補充しますので、余分にご提

供ください。 

   また、設置を希望するチラシ等の数がパンフレッ

トスタンドのチラシ設置可能枚数を上回った場合、

「そでのわ」おいて随時入れ替えさせていただきま

すので、あらかじめご承知おきください。 
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 ③ 「そでのわ」ホームページ内での情報発信 

   「そでのわ」ホームページ内で団体が行うイベント等の情報を発信しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 「そでのわ」広報紙（そでのわ通信）での情報発信 

   「そでのわ」において、市民活動に関する情報等を発信するため、広報

紙を発行します。その広報紙内に団体の活動に関する情報やイベントに

関する情報などを掲載します。 
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 ⑤ 作業スペースの利用 

   「そでのわ」内に軽作業等を行うことができるテーブルとイスを設置し

ています。また、裁断機や穴あけパンチなど一部貸出できる事務機器等も

ありますので、団体の活動における軽作業を行う場所として活用するこ

とができます。 

              【作業スペースの写真】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥ 団体活動に役立つ情報の提供 

   市や県が行う講座や補助金に関する情報など、団体が活動するうえで

役立つと思われる情報を随時メールなどで発信します。 

   【情報の例】 

    ・市が行うまちづくり講座などの情報提供 

    ・県が行う市民活動団体が役立つスキルを身に付けるためのセミナ

ーや講座などの情報提供 

    ・各種補助金に関する情報提供 
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 ⑦ 市役所南庁舎をイベント等の会場として利用 

   市役所南庁舎（１階交流広場、２階そでふれば（市民協働会議室）、南

庁舎駐車場）を、閉庁日に限りイベント会場としてご利用いただくことが

できます。 

   なお、南庁舎をイベント会場として利用する場合は、事前に調整が必要

となりますので早めにご相談ください。 

 

   【平面図】 
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【南庁舎屋外】 

 

 

【１階市民交流広場】               【屋外テラス】 

 

 

 

 

 

 

【２階そでふれば（市民協働会議室）】   【２階市民ギャラリー】 
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 ⑧ アドバイザー（有識者）と相談できる機会の提供 

   地域の課題解決に向けて活動していくなかで、活動に関することや団

体の運営に関することなど、様々な悩みや問題が生じるかと思われます。 

   これら悩みや問題の解決に向けて、専門的な知識や経験を有するアド

バイザーに相談することができます。 

  ア 相談方法 

    ・オンラインによる相談（Zoom 等） 

    ・対面による相談（任意の場所） 

  イ 相談できる内容の例 

    ・団体の会議を円滑に進める方法 

    ・他の活動団体の事例や繋がり方 

    ・担い手を増やす方法     など 

ウ 相談までの手順 

       「そでのわ」に抱えている悩みや問題などについて相談 

 

       「そでのわ」において相談内容を伺ったうえ、必要に応じてア

ドバイザーへの相談をご提案 

        

相談者からアドバイザーへの相談希望があった場合は、相談

申込書（様式２）を記入・提出してもらったうえで、相談者及

びアドバイザー双方の日程を確認し、相談日時及び相談方法

を決定 

※原則として、まずはオンライン相談を実施することとし、 

２回目以降の相談の際に必要に応じて対面による相談を選

択できることとします。 

STEP1 

STEP2 

STEP3 
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         相談の実施 

        ※相談場所は任意としますが、「そでのわ」において相談場所

の提供に加え、オンライン相談のためのネットワーク等の

準備をすることができますので、お気軽にご相談ください。 

 

          相談終了後、相談結果報告書（様式３）を「そでのわ」に提出 

        ※相談実施日から２週間以内に提出してください。 

 

 ⑨ 袖ケ浦市協働事業提案制度への応募要件の取得 

   袖ケ浦市協働事業提案制度に提案できる団体の要件の一つとして、 

「１年以上の活動実績があること」としていますが、「そでのわ」の登録

団体については、この要件を免除します。 

   【袖ケ浦市協働事業提案制度の提案団体の要件】 

    ・市内に居住又は在勤する者を含む５人以上で構成されている。 

    ・組織の運営に関する規程（定款・規約・会則等）がある。 

    ・１年以上の活動実績がある。⇒免除 

    ・活動の目的が宗教や政治活動に関係していない。 

    ・団体又はその構成員が暴力団又は暴力団等と関係していない。 

 

 

STEP4 

STEP5 



 

 

 

 

 

 

５ 各種様式 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式１） 
袖ケ浦市市⺠活動サポートセンター団体登録申請書 

 
令和  年  月  日 

 
袖ケ浦市市⺠協働推進課⻑ 様 
 

（申請者）                
団 体 名               

 

代表者氏名               
 
 袖ケ浦市市⺠活動サポートセンターの団体登録をしたいため、次のとおり申請します。 

ふりがな  

団体名  

ふりがな  
役職  

代表者氏名  

事務所所在地 
又は代表者住所 

〒 

電話番号  

会員数          人 （    年    月現在） 

団体の目的 
※設立趣旨や目指している

ことなど 
 

活動内容 
※上記の目的達成のために

行っていること 
 

連絡先 

担当者名： 
住  所： 
電話番号： 
メールアドレス： 

【添付書類】 
・団体の運営に関する規程（定款・規約・会則等） 

 ・会員名簿 
 



（様式２） 
市⺠活動アドバイザー相談申込書 

 
令和  年  月  日 

 
袖ケ浦市市⺠協働推進課⻑ 様 
 

（申請者）                
団 体 名               

 

代表者氏名               
 
 袖ケ浦市市⺠活動アドバイザーの相談を受けたいため、次のとおり申し込みます。 

ふりがな  

団体名  

相談希望日時 
（曜日・時間帯） 

 

相談希望場所  

相談方法 

☐ オンライン相談 

☐ 対面相談 

※原則として、まずはオンライン相談を実施することとし、２回目以降の
相談の際に必要に応じて対面による相談を選択できることとします。 

相談内容 
※あらかじめアドバイザー

に情報提供しますので、
できる限り詳細にご記入
ください。 
（別紙での添付可） 

 

連絡先 

担当者名： 
住  所： 
電話番号： 
メールアドレス： 



（様式３） 
市⺠活動アドバイザー相談結果報告書 

 
令和  年  月  日 

 
袖ケ浦市市⺠協働推進課⻑ 様 
 

（申請者）                
団 体 名               

 

代表者氏名               
 
 袖ケ浦市市⺠活動アドバイザーの相談を受けたため、次のとおり報告します。 

ふりがな  

団体名  

相談日時 令和  年  月  日   時  分 〜   時  分 

相談場所  

相談方法 
☐ オンライン相談 

☐ 対面相談 

アドバイザー名  

その他（感想等）  

連絡先 

担当者名： 
住  所： 
電話番号： 
メールアドレス： 



 

 

 

 

 

 

６ 参考資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

そでふれば（市民協働会議室）利用マニュアル 

 

１ 概要 

（１） 場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【南庁舎内配置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２） 利用パターン 

 そでふれば（市民協働会議室）は以下の３パターンでの利用が可能です。 

【パターン①】 

個別利用 

そでふれば（１）：約６０㎡（約１８名利用） 

そでふれば（２）：約２８㎡（約８名利用） 

そでふれば（３）：約２５㎡（約８名利用） 

※最大３団体が利用可能 

 

【パターン②】 

そでふれば（２）・（３）の一体的利用 

そでふれば（１）   ：約６０㎡（約１８名利用） 

そでふれば（２）・（３）：約５３㎡（約１６名利用） 

※最大２団体が利用可能。 

※そでふれば（２）・（３）の仕切りを外して一体的に利

用したい場合は、２部屋分の予約が必要。 

 

【パターン③】 

そでふれば（１）～（３）の一体的利用 

そでふれば（１）～（３）：約１１３㎡（約３４名利用） 

※１団体のみ利用可能。 

※そでふれば（１）～（３）の仕切りを外して一体的に

利用したい場合は、３部屋分の予約が必要。 

 

 



 

（３） 利用料 

   無料 

（４） 予約の有無 

   要予約 

（５） 利用時間 

   午前８時３０分から午後９時まで（年末年始除く） 

（６） 設置備品 

   モニター及びホワイトボード【そでふれば（１）のみ】、机・椅子 

（７） その他 

   ・公衆無線ＬＡＮ（ＦＲＥＥ_Ｗｉ-Ｆｉ）あり 

   ・会議室内の電源を利用可能 

 

２ 利用できる団体 

   市内において非営利かつ公益的な活動を行う以下の団体のうち、あらか

じめ会議室の利用登録が完了した団体が会議や打合せ、各種作業、情報発

信や収集、勉強会などで利用することができます。 

① 市民活動団体 

     ※市民活動団体とは、営利を目的とせず、地域の課題解決に向けて自発的・主体

的に活動している団体を指します（例：ＮＰＯ法人、ボランティア団体 など）。 

② 地縁団体 

※地縁団体とは、一定の区域に住所を有する者の地域的なつながり(地縁)によ

ってつくられた団体を指します（例：子ども会、ＰＴＡ、民生委員、青少年相

談員、区・自治会 など）。 

 

 



 

③ 社会教育関係団体（打合せや会議での用途に限る） 

※社会教育関係団体とは、袖ケ浦市社会教育関係団体連絡協議会加盟の連合組

織に含まれている団体及び公民館登録サークルを指します。なお、団体の打合

せや会議を行う場としての利用は可能ですが、交流センターで行っている日

常の活動内容での利用はできませんのでご注意ください。 

 ④ 庁内各課等（市民が参加する会議で、市が主催するものに限る） 

   その他、市が主催するまたは後援するイベント等を開催する場合の利用

も可能とします。 

   また、活動内容（地域貢献に係る活動など）を聞き取りしたうえで判断

する場合もあります。 

 

３ 利用できる活動の例 

   以下に記載している活動などで利用することができます。 

① 団体の打合せや会議（外部の団体を招いた会議なども可） 

② 団体が主催するイベント（閉庁日に限る） 

③ 講座や勉強会 

④ モニターを活用したオンライン会議 

なお、日をまたいで連続で利用できるのは５日間までとします。 

また、利用している会議室から音が漏れるような利用はご遠慮ください。 

  

４ 大規模なイベントでの利用 

   南庁舎全体（１階、２階、駐車場）を活用するイベントで会議室をご利

用したい場合は、イベントの計画から実施まで期間を要するため、必要に

応じて先に会議室を確保することもできますので、まずは市民協働推進課

（0438-62-3102）までご相談ください。 



 

５ 利用までの流れ 

 

団体の利用登録 

そでふれば（市民協働会議室）を利用するためには、あらかじめ団

体の利用登録が必要となります。 

    【申請方法】 

（１）窓口申請 

市民協働推進課の窓口にて申請書をご記入のうえ申請してく

ださい。 

（２）電子申請 

そでふれば（市民協働会議室）団体利用登録申請フォームに

必要事項を入力のうえ申請してください。 

ＵＲＬ：https://logoform.jp/form/tSXa/863454 

ＱＲコード： 

 

 

なお、申請から登録までは１週間程度かかります。 

また、申請は年度単位となりますので、年度が切り替わる際には  

あらためて団体の利用登録をしていただく必要があります。 

 

 登録完了に係るメールの受信 

団体の利用登録申請の内容を審査した結果、登録することとした

場合は、市民協働推進課から申請時に記入（入力）していただいたメ

ールアドレス宛てに、会議室を予約するために必要な予約フォーム

のＵＲＬを記載したメールを送ります。 

STEP 

１ 

STEP 

２ 



 

 

 予約 

会議室を予約したい場合は、団体の利用登録完了に係るメールに

記載された予約フォームから予約してください。 

なお、毎月１日（１日が休日の場合は翌平日）の午前９時から  

２か月先の月分の予約を開始します。 

（例：４月１日午前９時～ ６月分の予約開始） 

また、予約は、利用希望日の１週間前までに行ってください。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 会議室の利用 

利用日当日、市民協働推進課で鍵の貸出を行いますので、窓口まで

お越しください。 

なお、業務時間外（平日８時３０分～１７時１５分 以外）の場合

は、守衛室において鍵の貸出及び返却受理を行います。 

会議室内にあるモニター及びホワイトボード【そでふれば（１）の

み】、机・椅子は自由に使用していただいて構いませんが、使用後は

元の位置に戻してください。また、部屋の仕切りを外して利用した場

合についても、利用後は仕切りの位置を元の位置に戻してください。 

STEP 

３ 

STEP 

４ 

4/8 6/30 

4/1～4/7 は 

予約不可 
4/8～6/30 まで予約可能 

5/1 9：00～ 5/8 7/31 

5/8～7/31 まで予約可能 

【予約のイメージ】 

4/1 9：00～ 

5/1～5/7 は 

予約不可 

（1 か月後） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

袖ケ浦市市民活動サポートセンター 

そでのわ 
 

開所時間：８時３０分～１７時１５分（土日祝日、年末年始を除く） 

住 所：〒２９９－０２９２ 

 千葉県袖ケ浦市坂戸市場１番地１ 

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３８－６２－３１０２（市民協働推進課内） 

Ｆ Ａ Ｘ：０４３８－６２－３１６５ 

E - m a i l：sode03@city.sodegaura.chiba.jp 


